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■幼保連携型認定こども園教育・保育要領（抄）
　

内閣府・文部科学省・厚生労働省
2017（平成29）年 3月31日告示／2018（平成30）年 4月 1日施行

第 2章　ねらい及び内容並びに配慮事項

　この章に示すねらいは、幼保連携型認定こども園の教育及び保育において育みたい
資質・能力を園児の生活する姿から捉えたものであり、内容は、ねらいを達成するた
めに指導する事項である。各視点や領域は、この時期の発達の特徴を踏まえ、教育及
び保育のねらい及び内容を乳幼児の発達の側面から、乳児は三つの視点として、幼児
は五つの領域としてまとめ、示したものである。内容の取扱いは、園児の発達を踏ま
えた指導を行うに当たって留意すべき事項である。
　各視点や領域に示すねらいは、幼保連携型認定こども園における生活の全体を通じ、
園児が様々な体験を積み重ねる中で相互に関連をもちながら次第に達成に向かうもの
であること、内容は、園児が環境に関わって展開する具体的な活動を通して総合的に
指導されるものであることに留意しなければならない。
　また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が、ねらい及び内容に基づく活動
全体を通して資質・能力が育まれている園児の幼保連携型認定こども園修了時の具体
的な姿であることを踏まえ、指導を行う際に考慮するものとする。
　なお、特に必要な場合には、各視点や領域に示すねらいの趣旨に基づいて適切な、
具体的な内容を工夫し、それを加えても差し支えないが、その場合には、それが第 1
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章の第 1に示す幼保連携型認定こども園の教育及び保育の基本及び目標を逸脱しない
よう慎重に配慮する必要がある。

第 1　乳児期の園児の保育に関するねらい及び内容

基本的事項
1　乳児期の発達については、視覚、聴覚などの感覚や、座る、はう、歩くなどの
運動機能が著しく発達し、特定の大人との応答的な関わりを通じて、情緒的な絆が
形成されるといった特徴がある。これらの発達の特徴を踏まえて、乳児期の園児の
保育は、愛情豊かに、応答的に行われることが特に必要である。

2　本項においては、この時期の発達の特徴を踏まえ、乳児期の園児の保育のねら
い及び内容については、身体的発達に関する視点「健やかに伸び伸びと育つ」、社
会的発達に関する視点「身近な人と気持ちが通じ合う」及び精神的発達に関する視
点「身近なものと関わり感性が育つ」としてまとめ、示している。

ねらい及び内容

身近な人と気持ちが通じ合う
〔受容的・応答的な関わりの下で、何かを伝えようとする意欲や身近な大人との信頼
関係を育て、人と関わる力の基盤を培う。〕

１　ねらい
　（1） 安心できる関係の下で、身近な人と共に過ごす喜びを感じる。
　（2） 体の動きや表情、発声等により、保育教諭等と気持ちを通わせようとする。
　（3） 身近な人と親しみ、関わりを深め、愛情や信頼感が芽生える。

２　内容
　（1） 園児からの働き掛けを踏まえた、応答的な触れ合いや言葉掛けによって、欲

求が満たされ、安定感をもって過ごす。
　（2） 体の動きや表情、発声、喃語等を優しく受け止めてもらい、保育教諭等との

やり取りを楽しむ。
　（3） 生活や遊びの中で、自分の身近な人の存在に気付き、親しみの気持ちを表す。
　（4） 保育教諭等による語り掛けや歌い掛け、発声や喃語等への応答を通じて、言

葉の理解や発語の意欲が育つ。
　（5） 温かく、受容的な関わりを通じて、自分を肯定する気持ちが芽生える。
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３　内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
　（1） 保育教諭等との信頼関係に支えられて生活を確立していくことが人と関わる

基盤となることを考慮して、園児の多様な感情を受け止め、温かく受容的・
応答的に関わり、一人一人に応じた適切な援助を行うようにすること。

　（2） 身近な人に親しみをもって接し、自分の感情などを表し、それに相手が応答
する言葉を聞くことを通して、次第に言葉が獲得されていくことを考慮して、
楽しい雰囲気の中での保育教諭等との関わり合いを大切にし、ゆっくりと優
しく話し掛けるなど、積極的に言葉のやり取りを楽しむことができるように
すること。

身近なものと関わり感性が育つ
〔身近な環境に興味や好奇心をもって関わり、感じたことや考えたことを表現する力
の基盤を培う。〕

１　ねらい
　（1） 身の回りのものに親しみ、様々なものに興味や関心をもつ。
　（2） 見る、触れる、探索するなど、身近な環境に自分から関わろうとする。
　（3） 身体の諸感覚による認識が豊かになり、表情や手足、体の動き等で表現する。

２　内容
　（1） 身近な生活用具、玩具や絵本などが用意された中で、身の回りのものに対す

る興味や好奇心をもつ。
　（2） 生活や遊びの中で様々なものに触れ、音、形、色、手触りなどに気付き、感

覚の働きを豊かにする。
　（3） 保育教諭等と一緒に様々な色彩や形のものや絵本などを見る。
　（4） 玩具や身の回りのものを、つまむ、つかむ、たたく、引っ張るなど、手や指

を使って遊ぶ。
　（5） 保育教諭等のあやし遊びに機嫌よく応じたり、歌やリズムに合わせて手足や

体を動かして楽しんだりする。

３　内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
　（1） 玩具などは、音質、形、色、大きさなど園児の発達状態に応じて適切なもの

を選び、その時々の園児の興味や関心を踏まえるなど、遊びを通して感覚の
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発達が促されるものとなるように工夫すること。なお、安全な環境の下で、
園児が探索意欲を満たして自由に遊べるよう、身の回りのものについては常
に十分な点検を行うこと。

　（2） 乳児期においては、表情、発声、体の動きなどで、感情を表現することが多
いことから、これらの表現しようとする意欲を積極的に受け止めて、園児が
様々な活動を楽しむことを通して表現が豊かになるようにすること。

第 ２　満 １歳以上満 ３歳未満の園児の保育に関するねらい及び内容

基本的事項
1　この時期においては、歩き始めから、歩く、走る、跳ぶなどへと、基本的な運
動機能が次第に発達し、排泄の自立のための身体的機能も整うようになる。つまむ、
めくるなどの指先の機能も発達し、食事、衣類の着脱なども、保育教諭等の援助の
下で自分で行うようになる。発声も明瞭になり、語彙も増加し、自分の意思や欲求
を言葉で表出できるようになる。このように自分でできることが増えてくる時期で
あることから、保育教諭等は、園児の生活の安定を図りながら、自分でしようとす
る気持ちを尊重し、温かく見守るとともに、愛情豊かに、応答的に関わることが必
要である。

2　本項においては、この時期の発達の特徴を踏まえ、保育のねらい及び内容につ
いて、心身の健康に関する領域「健康」、人との関わりに関する領域「人間関係」、
身近な環境との関わりに関する領域「環境」、言葉の獲得に関する領域「言葉」及
び感性と表現に関する領域「表現」としてまとめ、示している。

ねらい及び内容

表　現
〔感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現す
る力を養い、創造性を豊かにする。〕

１　ねらい
　（1） 身体の諸感覚の経験を豊かにし、様々な感覚を味わう。
　（2） 感じたことや考えたことなどを自分なりに表現しようとする。
　（3） 生活や遊びの様々な体験を通して、イメージや感性が豊かになる。
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２　内容
　（1） 水、砂、土、紙、粘土など様々な素材に触れて楽しむ。
　（2） 音楽、リズムやそれに合わせた体の動きを楽しむ。
　（3） 生活の中で様々な音、形、色、手触り、動き、味、香りなどに気付いたり、

感じたりして楽しむ。
　（4） 歌を歌ったり、簡単な手遊びや全身を使う遊びを楽しんだりする。
　（5） 保育教諭等からの話や、生活や遊びの中での出来事を通して、イメージを豊

かにする。
　（6） 生活や遊びの中で、興味のあることや経験したことなどを自分なりに表現す

る。

３　内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
　（1） 園児の表現は、遊びや生活の様々な場面で表出されているものであることか

ら、それらを積極的に受け止め、様々な表現の仕方や感性を豊かにする経験
となるようにすること。

　（2） 園児が試行錯誤しながら様々な表現を楽しむことや、自分の力でやり遂げる
充実感などに気付くよう、温かく見守るとともに、適切に援助を行うように
すること。

　（3） 様々な感情の表現等を通じて、園児が自分の感情や気持ちに気付くようにな
る時期であることに鑑み、受容的な関わりの中で自信をもって表現をするこ
とや、諦めずに続けた後の達成感等を感じられるような経験が蓄積されるよ
うにすること。

　（4） 身近な自然や身の回りの事物に関わる中で、発見や心が動く経験が得られる
よう、諸感覚を働かせることを楽しむ遊びや素材を用意するなど保育の環境
を整えること。

第 ３　満 ３歳以上の園児の教育及び保育に関するねらい及び内容

基本的事項
1　この時期においては、運動機能の発達により、基本的な動作が一通りできるよ
うになるとともに、基本的な生活習慣もほぼ自立できるようになる。理解する語彙
数が急激に増加し、知的興味や関心も高まってくる。仲間と遊び、仲間の中の一人
という自覚が生じ、集団的な遊びや協同的な活動も見られるようになる。これらの
発達の特徴を踏まえて、この時期の教育及び保育においては、個の成長と集団とし
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ての活動の充実が図られるようにしなければならない。
2　本項においては、この時期の発達の特徴を踏まえ、教育及び保育のねらい及び
内容について、心身の健康に関する領域「健康」、人との関わりに関する領域「人
間関係」、身近な環境との関わりに関する領域「環境」、言葉の獲得に関する領域
「言葉」及び感性と表現に関する領域「表現」としてまとめ、示している。

ねらい及び内容

表　現
〔感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現す
る力を養い、創造性を豊かにする。〕

１　ねらい
　（1） いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
　（2） 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
　（3） 生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ。

２　内容
　（1） 生活の中で様々な音、形、色、手触り、動きなどに気付いたり、感じたりす

るなどして楽しむ。
　（2） 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ、イメージを豊かにする。
　（3） 様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
　（4） 感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、

つくったりなどする。
　（5） いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ。
　（6） 音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさ

を味わう。
　（7） かいたり、つくったりすることを楽しみ、遊びに使ったり、飾ったりなどす

る。
　（8） 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じて遊んだりするなどの

楽しさを味わう。

３　内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
　（1） 豊かな感性は、身近な環境と十分に関わる中で美しいもの、優れたもの、心
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を動かす出来事などに出会い、そこから得た感動を他の園児や保育教諭等と
共有し、様々に表現することなどを通して養われるようにすること。その際、
風の音や雨の音、身近にある草や花の形や色など自然の中にある音、形、色
などに気付くようにすること。

　（2） 幼児期の自己表現は素朴な形で行われることが多いので、保育教諭等はその
ような表現を受容し、園児自身の表現しようとする意欲を受け止めて、園児
が生活の中で園児らしい様々な表現を楽しむことができるようにすること。

　（3） 生活経験や発達に応じ、自ら様々な表現を楽しみ、表現する意欲を十分に発
揮させることができるように、遊具や用具などを整えたり、様々な素材や表
現の仕方に親しんだり、他の園児の表現に触れられるよう配慮したりし、表
現する過程を大切にして自己表現を楽しめるように工夫すること。

■幼稚園教育要領（抄）
　

文部科学省
2017（平成29）年 3月31日告示／2018（平成30）年 4月 1日施行

第 ２章　ねらい及び内容

　この章に示すねらいは，幼稚園教育において育みたい資質・能力を幼児の生活する
姿から捉えたものであり，内容は，ねらいを達成するために指導する事項である。各
領域は，これらを幼児の発達の側面から，心身の健康に関する領域「健康」，人との
関わりに関する領域「人間関係」，身近な環境との関わりに関する領域「環境」，言葉
の獲得に関する領域「言葉」及び感性と表現に関する領域「表現」としてまとめ，示
したものである。内容の取扱いは，幼児の発達を踏まえた指導を行うに当たって留意
すべき事項である。
　各領域に示すねらいは，幼稚園における生活の全体を通じ，幼児が様々な体験を積
み重ねる中で相互に関連をもちながら次第に達成に向かうものであること，内容は，
幼児が環境に関わって展開する具体的な活動を通して総合的に指導されるものである
ことに留意しなければならない。
　また，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が，ねらい及び内容に基づく活動
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全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であること
を踏まえ，指導を行う際に考慮するものとする。
　なお，特に必要な場合には，各領域に示すねらいの趣旨に基づいて適切な，具体的
な内容を工夫し，それを加えても差し支えないが，その場合には，それが第 1章の第
1に示す幼稚園教育の基本を逸脱しないよう慎重に配慮する必要がある。

表　現
〔感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して，豊かな感性や表現す
る力を養い，創造性を豊かにする。〕

１　ねらい
　（1） いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
　（2） 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
　（3） 生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。

２　内容
　（1） 生活の中で様々な音，形，色，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりす

るなどして楽しむ。
　（2） 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを豊かにする。
　（3） 様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
　（4） 感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，自由にかいた

り，つくったりなどする。
　（5） いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。
　（6） 音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさ

を味わう。
　（7） かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなどする。
　（8） 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりするなどの

楽しさを味わう。

３　内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要がある。
　（1） 豊かな感性は，身近な環境と十分に関わる中で美しいもの，優れたもの，心

を動かす出来事などに出会い，そこから得た感動を他の幼児や教師と共有
し，様々に表現することなどを通して養われるようにすること。その際，風
の音や雨の音，身近にある草や花の形や色など自然の中にある音，形，色な
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どに気付くようにすること。
　（2） 幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので，教師はそのような表

現を受容し，幼児自身の表現しようとする意欲を受け止めて，幼児が生活の
中で幼児らしい様々な表現を楽しむことができるようにすること。

　（3） 生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表現する意欲を十分に発
揮させることができるように，遊具や用具などを整えたり，様々な素材や表
現の仕方に親しんだり，他の幼児の表現に触れられるよう配慮したりし，表
現する過程を大切にして自己表現を楽しめるように工夫すること。

■保育所保育指針（抄）
　

厚生労働省
2017（平成29）年 3月31日告示／2018（平成30）年 4月 1日施行

第 ２章　保育の内容

　この章に示す「ねらい」は、第 1章の 1の（2）に示された保育の目標をより具体化
したものであり、子どもが保育所において、安定した生活を送り、充実した活動がで
きるように、保育を通じて育みたい資質・能力を、子どもの生活する姿から捉えたも
のである。また、「内容」は、「ねらい」を達成するために、子どもの生活やその状況
に応じて保育士等が適切に行う事項と、保育士等が援助して子どもが環境に関わって
経験する事項を示したものである。
　保育における「養護」とは、子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るために保育
士等が行う援助や関わりであり、「教育」とは、子どもが健やかに成長し、その活動
がより豊かに展開されるための発達の援助である。本章では、保育士等が、「ねら
い」及び「内容」を具体的に把握するため、主に教育に関わる側面からの視点を示し
ているが、実際の保育においては、養護と教育が一体となって展開されることに留意
する必要がある。
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１ 　乳児保育に関わるねらい及び内容

（1）基本的事項
ア　乳児期の発達については、視覚、聴覚などの感覚や、座る、はう、歩くなどの運
動機能が著しく発達し、特定の大人との応答的な関わりを通じて、情緒的な絆が形
成されるといった特徴がある。これらの発達の特徴を踏まえて、乳児保育は、愛情
豊かに、応答的に行われることが特に必要である。

イ　本項においては、この時期の発達の特徴を踏まえ、乳児保育の「ねらい」及び
「内容」については、身体的発達に関する視点「健やかに伸び伸びと育つ」、社会的
発達に関する視点「身近な人と気持ちが通じ合う」及び精神的発達に関する視点
「身近なものと関わり感性が育つ」としてまとめ、示している。
ウ　本項の各視点において示す保育の内容は、第 1章の 2に示された養護における
「生命の保持」及び「情緒の安定」に関わる保育の内容と、一体となって展開され
るものであることに留意が必要である。

（2）ねらい及び内容

イ　身近な人と気持ちが通じ合う
　受容的・応答的な関わりの下で、何かを伝えようとする意欲や身近な大人との信頼
関係を育て、人と関わる力の基盤を培う。

（ア）ねらい
　①　 安心できる関係の下で、身近な人と共に過ごす喜びを感じる。
　②　 体の動きや表情、発声等により、保育士等と気持ちを通わせようとする。
　③　 身近な人と親しみ、関わりを深め、愛情や信頼感が芽生える。

（イ）内容
　①　 子どもからの働きかけを踏まえた、応答的な触れ合いや言葉がけによって、欲
求が満たされ、安定感をもって過ごす。

　②　 体の動きや表情、発声、喃語等を優しく受け止めてもらい、保育士等とのやり
取りを楽しむ。

　③　 生活や遊びの中で、自分の身近な人の存在に気付き、親しみの気持ちを表す。
　④　 保育士等による語りかけや歌いかけ、発声や喃語等への応答を通じて、言葉の
理解や発語の意欲が育つ。

　⑤　 温かく、受容的な関わりを通じて、自分を肯定する気持ちが芽生える。
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（ウ）内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
　①　 保育士等との信頼関係に支えられて生活を確立していくことが人と関わる基盤
となることを考慮して、子どもの多様な感情を受け止め、温かく受容的・応答的
に関わり、一人一人に応じた適切な援助を行うようにすること。

　②　 身近な人に親しみをもって接し、自分の感情などを表し、それに相手が応答す
る言葉を聞くことを通して、次第に言葉が獲得されていくことを考慮して、楽し
い雰囲気の中での保育士等との関わり合いを大切にし、ゆっくりと優しく話しか
けるなど、積極的に言葉のやり取りを楽しむことができるようにすること。

ウ　身近なものと関わり感性が育つ
　身近な環境に興味や好奇心をもって関わり、感じたことや考えたことを表現する力
の基盤を培う。

（ア）ねらい
　①　 身の回りのものに親しみ、様々なものに興味や関心をもつ。
　②　 見る、触れる、探索するなど、身近な環境に自分から関わろうとする。
　③　 身体の諸感覚による認識が豊かになり、表情や手足、体の動き等で表現する。

（イ）内容
　①　 身近な生活用具、玩具や絵本などが用意された中で、身の回りのものに対する
興味や好奇心をもつ。

　②　 生活や遊びの中で様々なものに触れ、音、形、色、手触りなどに気付き、感覚
の働きを豊かにする。

　③　 保育士等と一緒に様々な色彩や形のものや絵本などを見る。
　④　 玩具や身の回りのものを、つまむ、つかむ、たたく、引っ張るなど、手や指を
使って遊ぶ。

　⑤　 保育士等のあやし遊びに機嫌よく応じたり、歌やリズムに合わせて手足や体を
動かして楽しんだりする。

（ウ）内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
　①　 玩具などは、音質、形、色、大きさなど子どもの発達状態に応じて適切なもの
を選び、その時々の子どもの興味や関心を踏まえるなど、遊びを通して感覚の発
達が促されるものとなるように工夫すること。なお、安全な環境の下で、子ども
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が探索意欲を満たして自由に遊べるよう、身の回りのものについては、常に十分
な点検を行うこと。

　②　 乳児期においては、表情、発声、体の動きなどで、感情を表現することが多い
ことから、これらの表現しようとする意欲を積極的に受け止めて、子どもが様々
な活動を楽しむことを通して表現が豊かになるようにすること。

２ 　 １ 歳以上 ３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容

（1）基本的事項
ア　この時期においては、歩き始めから、歩く、走る、跳ぶなどへと、基本的な運動
機能が次第に発達し、排泄の自立のための身体的機能も整うようになる。つまむ、
めくるなどの指先の機能も発達し、食事、衣類の着脱なども、保育士等の援助の下
で自分で行うようになる。発声も明瞭になり、語彙も増加し、自分の意思や欲求を
言葉で表出できるようになる。このように自分でできることが増えてくる時期であ
ることから、保育士等は、子どもの生活の安定を図りながら、自分でしようとする
気持ちを尊重し、温かく見守るとともに、愛情豊かに、応答的に関わることが必要
である。

イ　本項においては、この時期の発達の特徴を踏まえ、保育の「ねらい」及び「内
容」について、心身の健康に関する領域「健康」、人との関わりに関する領域「人
間関係」、身近な環境との関わりに関する領域「環境」、言葉の獲得に関する領域
「言葉」及び感性と表現に関する領域「表現」としてまとめ、示している。
ウ　本項の各領域において示す保育の内容は、第 1章の 2に示された養護における
「生命の保持」及び「情緒の安定」に関わる保育の内容と、一体となって展開され
るものであることに留意が必要である。

（2）ねらい及び内容

オ　表現
　感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現す
る力を養い、創造性を豊かにする。

（ア）ねらい
　①　 身体の諸感覚の経験を豊かにし、様々な感覚を味わう。
　②　 感じたことや考えたことなどを自分なりに表現しようとする。
　③　 生活や遊びの様々な体験を通して、イメージや感性が豊かになる。
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（イ）内容
　①　 水、砂、土、紙、粘土など様々な素材に触れて楽しむ。
　②　 音楽、リズムやそれに合わせた体の動きを楽しむ。
　③　 生活の中で様々な音、形、色、手触り、動き、味、香りなどに気付いたり、感
じたりして楽しむ。

　④　 歌を歌ったり、簡単な手遊びや全身を使う遊びを楽しんだりする。
　⑤　 保育士等からの話や、生活や遊びの中での出来事を通して、イメージを豊かに
する。

　⑥　 生活や遊びの中で、興味のあることや経験したことなどを自分なりに表現する。

（ウ）内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
　①　 子どもの表現は、遊びや生活の様々な場面で表出されているものであることか
ら、それらを積極的に受け止め、様々な表現の仕方や感性を豊かにする経験とな
るようにすること。

　②　 子どもが試行錯誤しながら様々な表現を楽しむことや、自分の力でやり遂げる
充実感などに気付くよう、温かく見守るとともに、適切に援助を行うようにする
こと。

　③　 様々な感情の表現等を通じて、子どもが自分の感情や気持ちに気付くようにな
る時期であることに鑑み、受容的な関わりの中で自信をもって表現をすることや、
諦めずに続けた後の達成感等を感じられるような経験が蓄積されるようにするこ
と。

　④　 身近な自然や身の回りの事物に関わる中で、発見や心が動く経験が得られるよ
う、諸感覚を働かせることを楽しむ遊びや素材を用意するなど保育の環境を整え
ること。

３ 　 ３ 歳以上児の保育に関するねらい及び内容

（1）基本的事項
ア　この時期においては、運動機能の発達により、基本的な動作が一通りできるよう
になるとともに、基本的な生活習慣もほぼ自立できるようになる。理解する語彙数
が急激に増加し、知的興味や関心も高まってくる。仲間と遊び、仲間の中の一人と
いう自覚が生じ、集団的な遊びや協同的な活動も見られるようになる。これらの発
達の特徴を踏まえて、この時期の保育においては、個の成長と集団としての活動の
充実が図られるようにしなければならない。
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イ　本項においては、この時期の発達の特徴を踏まえ、保育の「ねらい」及び「内
容」について、心身の健康に関する領域「健康」、人との関わりに関する領域「人
間関係」、身近な環境との関わりに関する領域「環境」、言葉の獲得に関する領域
「言葉」及び感性と表現に関する領域「表現」としてまとめ、示している。
ウ　本項の各領域において示す保育の内容は、第 1章の 2に示された養護における
「生命の保持」及び「情緒の安定」に関わる保育の内容と、一体となって展開され
るものであることに留意が必要である。

（2）ねらい及び内容

オ　表現
　感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現す
る力を養い、創造性を豊かにする。

（ア）ねらい
　①　 いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
　②　 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
　③　 生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ。

（イ）内容
　①　 生活の中で様々な音、形、色、手触り、動きなどに気付いたり、感じたりする

などして楽しむ。
　②　 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ、イメージを豊かにする。
　③　 様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
　④　 感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、
つくったりなどする。

　⑤　 いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ。
　⑥　 音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを
味わう。

　⑦　 かいたり、つくったりすることを楽しみ、遊びに使ったり、飾ったりなどする。
　⑧　 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じて遊んだりするなどの楽
しさを味わう。

（ウ）内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
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　①　 豊かな感性は、身近な環境と十分に関わる中で美しいもの、優れたもの、心を
動かす出来事などに出会い、そこから得た感動を他の子どもや保育士等と共有し、
様々に表現することなどを通して養われるようにすること。その際、風の音や雨
の音、身近にある草や花の形や色など自然の中にある音、形、色などに気付くよ
うにすること。

　②　 子どもの自己表現は素朴な形で行われることが多いので、保育士等はそのよう
な表現を受容し、子ども自身の表現しようとする意欲を受け止めて、子どもが生
活の中で子どもらしい様々な表現を楽しむことができるようにすること。

　③　 生活経験や発達に応じ、自ら様々な表現を楽しみ、表現する意欲を十分に発揮
させることができるように、遊具や用具などを整えたり、様々な素材や表現の仕
方に親しんだり、他の子どもの表現に触れられるよう配慮したりし、表現する過
程を大切にして自己表現を楽しめるように工夫すること。


